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筆者が既に第 H1Æ.恐らく 1 種の放射状菌ならんとの ri'lì.;は，ハンノキ国根鼎形成の本体は，

Peklo (1910) は之に対(1951) で利介したように， 111存々学界権威の一致している処であれ

共の後本名称は多数の支持者を得るして始めて Actinomyces alni Peklo なる名称を与え，

に至って来た。然し誌!i Waksman S. A. 及び Henrici A. T. の両氏は， Bergey' s Manual 

の命名したPeklo に於て，1948) 967, P. ed. Bacteriology (6 th. of determinative 

更に Waksman (1950) は，Actinomyces alni を Streρtomyces 属の ~I:t に取扱って会り，

之に対して Streρtomyces alni なる名称を始めて用いるに至った。現在迄i亡設根癌から微生

物(放射状薗或は細菌)の分離に成功したと称するものには，有名な Peklo (1910) の放射状

菌の分離に関する報告を始め， Lieske (1921) , Ziegenspeck (1929) , Borm (1931) , Krebber 
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(1931) , Plotho (1941) , fiI[村(1951b) 等の諸報告が見交けられるがp 共等のうち分離試験政

び、に接種試験に於て時々異論なく成功しているとJ品われるものは，僅かに Plotho (1941) が

Alnus inca仰の根鼎から一種の放射状薗 (Actinomyces alni) を分離し，之を JJ\tøt-法で、養

成した Alnus glutinosa の幼WiP:接種して，共の根鼎 JI如実に成功せる旨の報;与ーがあるに過ぎ

ない。

筆者は第 W 報 (1951b) で， ハンノキ (Alnus jaρonica Sieb. et Zucc.) 及び、ヤシヤプ

シ (Alnus firma Sieb. et ZlCC.) の主として 1 ~ 2 I， I~lt-l'iiの根府から， Plotho (1941) 1記

載の方法を改変した分断方法， 日Ilち石鹸と水とで充分機材i的j先糠を行った根Ffiを横断し， 共

の外表皮 l-c jli:い内部中日織を階DJ二次一甜萄糖ーペプトン袈犬土庁地に移し， 扇.LP-:Þ音~で分離する

試験を約 2 ヶ年学l亡立って実施し，前者について 87 I日L 計 1545 引h!のシャーレを JJJ い亡 63

株，後者については 72 !rI1 ，オ 14111WIのシャーレを/lJ いて 13 株の放射状薗 (actinomycetes)

の分離に成功した事を桜台したが， J二速の分離方法は分離蛸!立が極めて小で，日ーツ時期に íd< り

分離の難易がイf し，叉必やしも一定の放射状菌のみが分離されるとは限らすコ，可成り異開制の

欣射状薗が合まれτいる等のため p 更に効果的分間方法の発見が望ましく考えられた。

そとで，共の後更にうト縦方法に関する研究を進めた材処，故近根抵?の r!l心柱を利川ずる組め

て効果的日ーつ簡便な分離方法をは11\すに至った。本 J;法に11，くるとハンノキ属樹胆の根府から P

J是々の樹程に特有と 414I、われる Streρtomyces が主として分注fft されたので， 共の分離試験につ

いて報告すると共に，従来共の方法が未解決であったととろの p 治志した此等の根鼎から一定

の内生菌(此の場合は Streρtomyces) を分離する方法についても， 111存々見通しを得るに五っ

たのでp 夫についての 2 ， 3 の分離試験結果も附け力"えるとととした。

1M根療の r! 1 'L.、柱を利川する分離方法をヤマモモ (Myrica rubra Sieb. et Zucc.) , アキグ

ミ (Elaeagnus umbellαta Thunb.) ，モクマオウ (Casuarina equisetifolia Forst.) のj必死f

に趨用したととろ，ハンノキ属の場合と同様夫々の樹極に特有と思われる Streρtomyces が主

として分離される結よßを件つつあるととを間言する。

E 根癌の中心控利用による分離試験

本分離試験はヤマハンノキ (Alnus tinctoria Sarg. var. glabra Call.)，ハンノキ (A.

jaρonica Sieb. et Zucc.) ，ヤシヤプシ (A. firma Sieb. et Zucc.) 及び、オオパヤシヤプシ

(A. Sieboldiana Matsumura) の 4樹杭の根抵?について，白昭和 25 I,r- 7 JJ 王昭和1 27 年 2

月間， ~.良府の 1ft心柱を利m して誼立実施したととろの主として Streρtomyces の分離試験の

市庁果を耳石憾めたものである。

向ヤマハンノキ p ハンノキは Rehder (1927) の著書より考察するに ， Alnaster 5R属に，

ヤシヤプシ， オオパヤシヤプシは Alnus ffJ属に合まれ， 沿互いに極めて近い類縁関係にあ
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り p 且つ前 2 K'及び後 2 K'の根県fからは，犬々の亘['~誌に特有と J品われる Streρtomyces が主

として分離されるので p 試験遂行の便宜.t:"i託i2 者をハンノキ貴乃 (Alnaster group) ，後 21H::

ヤシヤプシ釘'f (Alnus group) として，二つに分けて取扱う事とした。

1 材料並びに分離方法

分離に月l いたね刊fは各樹極とも，農林11'林業試験場(東京都 r I 黒区下目黒 4T~) の，'，'ixlll IC. 

養成した 1 ~2 年生の健全なる稚IYiに着生している，外皮の損傷していない新鮮日.う充実した

ものを川いた。

今分離方法の慨1.与を示すとニえの如くである。

a ます=根鼎常生の根を毛筆と水道の流Jkで充分i先搬し，油当な根鼎の着生している根の部

介を1.5cm 内外の長さに切取り(沼 I 図版，写民 1 参!!の，之を毛筆と石鹸;7['(で、~充分i先

い， 1&市ノJ立で数|司洗糠後殺雨水を充した殺菌シヤ{レの rl Il乙貯える。

b ::Ý( に 1!\~菌室内で，上越のシャーレの rl~から根抵ifi若生の恨の納}1を取IH し，殺菌(店~t. l-.で、

充分水分を拭い去にアルコールで火焔泊毒した甜子或はアルコールで殺菌した左手の親

指及び人差指で， Æ:J~府岩生也 Fの根の部分を充分間定し，児に別の殺菌した汁子で根府の

下部を扶み p 之に軽〈圧力を加え乍ら根取を外側に 'i 1 きちぎる。ず\j根来lが分岐している場

合には，共の部分を fíiJ様の方法で引き離す。

C 以上の操作により，新鮮な若い棋鼎では， )是々根県?の ql心柱が賄ん左損傷さμ十j与のま

ま根に或は根県fの1，巳部 l乙附着したまま残るものである〈第 I 図版，写民 2 ， 3 , 4 参]!{t) 0 

f勾とれ迄の結県では，古い根鼎ではその巾心柱の多くは根鼎と共i乙取り去られるか先端

部が欠除する場合が多く，若い程良い結果が見受けられ，又一般にヤシヤプシ類の根府の

中心柱は，ハンノキ類の夫に比べて容易に完全なものが得られた。

d ::;たに殺菌した白金棋の先立尉官を rll心桂の先端に 2~3 回触れしめ， {:{{って得られた痕跡

を p 予め準備してある試験管内の斜面培地l乙軽〈短い放電型に移植する。品，n庁週一つの上

記'1 1心中 Eの先端から 2 r叶痕跡の分離を行い， [ト川"j 一:試式験色

し7たと。

e 分離Jll土庁地としては，筆者がl靖国の分離試験(1952 b) で故も優れていると考えられた

酵母水 筒笥糖 ペプトン寒天培地を使用した。共のキn成を示すと弐の如くである。

葡萄糖 ・ ・ ・・・ー・ 司・・ー・ ・ ・ ・・・ー・ ............ . ・ ・ E ・... .20.0g 

ベプトン... . ・ー・ー・・・・・ー・ .......... . ・・・ー・ー・ ・ー・ー・ .......... .10.0g 

K2HPO l ー・ ・ ・ー・ ・ ・ ー ・ ・ ・ー・ー・ー ...•............. .ー・ .O.2g 

KH2PO. ・・・・・・ ・ー・・・ ・ー・ ・ ・ ・ー・・・ ・・・ー・ー・ ・ ・・・・・ー・・・ー・・・ ... ..O.3g 

恥19S04 ・ 一・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・ ・・・・・・・・・・ ......... ..O.2g 

NaCl .................... ・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・ .0.1 g 
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CaS04 ..................................................... .0.005 g 

H李河二 7]'( .. .• . . . . . . . . .. . . .. . . . . . . .. .. . . . . " . . . . " . . . . . . . . " . .100.0 cc 

蒸沼水.. •. •• •. •• •..• .. •. •• •..... •• .. •• •• .• •• .• •. •• •. •• .• . .900.0 cc 

寒天 ...................................................15~18g

ρH は NaOH で 6.8 に布IJ整，ベプトンは武HI製薬のポリペプトンを使川した。 降1手

水としては，ヱピオス粉末(薬用時f手)に 10 倍亘の蒸.l'ftl* をカJI え， Koch 蒸気殺菌器で

1 時J[l J泣tll を行い， 24 時山室温[で放置後，上泣液をお走lf;で、泌過したものを JFJ いた。

以上の分断操作の完了した試験管は， 28 0 C の定祖器 rl'で約 1 ヶ月!日j絶えや微生物の発生状

態を検しp 椴生物楽落の発生拭認められた場合は，犬等について検討の上p 必要と認められた

ものについては数回府千埼養を繰返して純粋分蹴を行った後保存しp ーたの実験に仇した。

2 分間U~式般のキJF県

J:述の根府の r~r ，L.、主主を利 flj する分断i試験をハンノキ類(主としてヤマハンノキ) , ヤシヤプ

シ類(ヤシヤプシ，オオパヤシヤプシ)について， O{{手11 25 年 7nから II[{手11 27 ;;1'.2 月に亘っ

て p 犬々 17 回， 19 回 p 各回1O~30 本内外の試験管をJjjいて油î'i:実施したが， 共の結果は

第 I 表，第][表に示す如くである。

件I今迄の本方法による分離試験の粘土!荘では，ハンノキ，ヤシヤプシ両類から，犬々の類に特

有と，也われる放射状菌 (actinomycetes) が主として分自lf されて必上且つ此等放射状菌株は

本分断培地上に於ける I夫Jnt~的の発生状態により， 1辺立上失の 3 つの発生型の何れかに類別され

た。

!![1ち

第 l 型 之 i亡時ずる発生型の首は発生が極めて迅速で、，早いものは 48 時間で肉fI足的 l亡認め

られ，普泊 1 ~ 2 ;JMIIJJで径 O.5cm 内外の来落に発育する。黄内色或は淡荒招色の光沢を有す

るjF文廿状の来落で培地に密着しp 気Jïi.林は普通生じない。!亘k共の発生の初期から褐色の色素

を持地に 111すものが見受けられた。本発生型l乙属するものは，ハンノキ類の根癖から分間され

た放射状薗 (actinomycetes) の大部分を r':îめ，又ヤシヤプシ類からも時折分離された。此の発

生型を示した1仙J状薗 (actinomycetes) の rfr には， A-161 号立i株の如く Micromonosρora 

属に属するものも合まれたがp 共等の多くは可成りの類似性を有する Streρtomyces のよう

に推定された。(第 H 図版 a 参照)。

第 I 型・発生が極めて遅し普通2~3週間で径1~2mm 位の来落として発生，来落表面

の大部分は発生の初期から白色粉状の気菌訴で、援われ，薗台は控色で，時には紫紅色を呈し，

培地に喰込み同く密着する。培地に殆んど色素を出さないが古くなると紫紅色の色素を来落附

近の培地に出す場合も見受けられた。本発生型のものはヤシヤブシ類の根癌から分離された放

射状菌 (actinomycetes) の大部分を占め，まれにハンノキ類からも分離された。此等は恐ら
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第 I 表 ハンノキ類庁航i'i:式験結果
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Table 1 Results of the isolation experiment on Alnaster group. 

分隊
年: J~ 日

Date of 
isolation 

j関商

Species 

放射状菌

試!設蹴ず警告分室
Number 

Number of of test Isolating 
test tubes tubes act. frequency 

isolated % 
Alnu5 tinctoria 

26. V!f. '50 
var. glabra 

20. VII. '50 か

31 ・ Vll ・ '50I

4. Vll!. '50 

18.v叩. '50 

22.1X.'50 

" 

" 

" 

" 

4 

7 2 

ρ 。

12 

7 。

2J も

7. x. '50 Al即時 japonica

20. XJ. ':'0 

16. J . '51 

22. H. '51 

28.]1.'51 

29.m.'己 1

2. lV. '51i 

13. lV. '51! 

24. VI!. '511 

3. IX. '51 

A. tinctoria 
var. glabra 

" 

" 

" 
/

/

M

F

y

 

i

/

/

 

" 

17 4 

20 5 

11 

34 3 

10 。

21 

7 
17 

15 

-
一
O

←O

一O

13 

フ2�.II.'52 " 6 

分離放射状菌
Isolat巴d

actinomycetes 
発生型

宅告鯖雪号 T山y叩ype戸e ぱ
l机悶叩1urr叩I口m凶I立I

ment 

25 A-135 

A-136 
A-137 

要摘

Notes 

I 
11l 

-
B
』
'
』

v
i
I

』

'
a
y
i
H
H

l 細菌発生 1 木1)

IB旦ct. 1 test tube 

29 

。

B A-138 

1 ，司 n寺発生2)
I : Developed on 
, J same place 

細菌発生 1 木
Bact. 1 test tube 

I
l
l
-
-
1
1

川

H
E
-
H

一I
1
l

!細菌発生 1 本
: Bact. 1 test tube 

l 同 11寺発生
;j DevelopEd on 

same place 

。

30 

A-lo9 

A一一 14:)
A-141 
A一司 42

A-143 

A一一 144 a 
A一一 144 b 

細菌発生 1 木
Bact. 1 test tube 

24 

A-145 

Aー146
A-147 
A-148 

A-149 

A-150 

A-151 a 
A-151 b , 

A-l臼
I A-153 

I 

; Micromoγ105争ora
l に属する
Belonged to 
: Mic;γ0明。世田:pcγa

25 

9 A-155 

A一一 lj7
A一一 158
A一一 159

計
Total 

I 
E 

註 (Notes) ・

9 

0 

5 I A-160 1 

o 
o 
o 

B , A-161 

件 工: 22 I 細菌発生計 4木
17 回 219 27 12 2ヲ開 II 4:  Bact. 4 test tubes 

stocks 
l m: 3 lin total 

1) 細菌発生 1 本:細菌の発生が見られた試験管が 1 木なることを示す。
Bact. 1 test tube: It m但ロs that the test tube in which bacteria developed was 1. 
2) 同時発生:同一場所から異なれる種類の豪落が分離されたこと。
Developed on s旦me place: It means that different kinds of colonies developed 
on the same place of medium and were isolated. 

33 A一一 162
A-163 



llAfωl 
sieboldia1'la 

五云;1 A. ti問。 15 1 

22. IT. '511 A Sieb仙川 17 I 0 i 0 

[. ' 51 1 か 39 1 3 

13.lV.'511" 15 0 :) 

21. V 叶 A・ firma I 己 o 0 

21. V ち 11 A. Sieboldiω21 1 5 I A-1030 I H 

19.VIl.'511"  15 I 7 I AーlωI 1 J[ 

1 A_l n'lフ I 1 細菌発生 2 本
24. VH.'511 A. firma 26 2 8 1 a 山山" Bact. 2 test tubes 

1IAー1034 Jl

3.IX.'511 A. Sieboldi仰a 1 19 I 5 I Aーlω5 1 

17 ・ IX ノ511ml3o I 1 3 A-1悩 I 1I 

! ̂  l {ì~ヲ| π !細菌発生 2 本
12. x .'511 か 17 2 12 I .n-1U01 I jJ_ Bacì.-2testtub笥
|IAー1038 I II 

.. " ，~ i A-1039 1 1 2 1.溜 .'511 汐 11 1 10 .I.^~ -~~'";，: I | ..  .v 1 Aー10401 II 

まま状菌発生計 5 本
仙 1 Fungi 5 test tubes 

計 19 同 342 21 6 I 24 保~ :.~ I ~.~_!~凶
Total . / times U.~ ~ • V I ~~ "..~~1rJ 11: 19 I 細菌発生計 5 本

U山山心 I Bact. 5 test tubes 
I in tot旦l
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指][去 ヤシヤブシ変J!分立Jll i試験半以

Table 1I Reιults of the isolation experiment on Alnus group. 

放射状菌 l 分離放射状菌

室月管| 樹 種 詞投開 1F試筆 l 言 A acよiZL
Sp民団 !Nu帥パlhL7Isolating !暫37| 知書
p~~.~ , test tubes Itubes act. frequency' _:-:ーい_ develop-

isolated I 9 占 1 lJ.UJ.J...L IJ~l_ ment 

31. YH 吋 AI1'lUS firma I 5 I 0 0 

4m5ol か |23

Date of 
isolation 

。 。

か

25. ¥111 " 
8.1X 吋 " 

14. JX .'501 " 

11 9 

12 2 
A一一 1018 ' JI 17 

r A-1019 11 

6 I A一一 1020' n 17 i 

Aー 1021 I 
A-1022 I 
A-1023 
A-I024 I 
Aー 1025 ' 
A-1026 

5|Aーl似

5 14 46 

註 (Notes) :第 I 表参照

cf. Table 1 

:h~l 要

Notes 

まま状菌発生 1 本
Fungi 1 test tube 

紙状菌発生 2 木
Fungi 2test tubes 
細菌発生 1本
Bact. 1 test tub白

紙状菌発生 2 本
， Fu口gi2 test tubes 
同時発生
Developed on 
'same place 

I
I
I
-
I
I
 

I
I
-
I
I
I
 H 

Jl 
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く[，î) ー田町!に民する Streρtomyces のように}J!Aff; された(沼 1 図版， b 参J[(i.)。

下'，J此等と捌めて頒似の Streρtomyces が， ['îJ様の分離方法によりヤマモモ， グミ成のtR日'l

から)華々ラ}.~Jfiされた。

抗日型:微生がl'iJ成 1) l"1L く， 1 :\!ßH\J内外で径 1~2mm の習を洛となる。 米講のJミ rr'rjは共のが1

ît月より白色販制iiの気立j綜で‘誕われ， lliî台は赤控色で， ~lu(:!:if地に多少明着するが)j危状を呈す

る。本主庁地ー|二の生育 l土良好で、 P 干列立後 10 n I^']外で、持面培地l二を被覆し，色栄は/1'，さない。本

発生型を示す}:Gîは現在のととろヤマ八ンノ干， ハンノキ(ハンノキの娘婿fからは， 第百報-

1952 b--記lFJGの根鼎の外支皮 lこ近い内部組織をmいた分離』式験で， 4株分離された)の根腐から

時折分離さ~l-，単独で或は第 I 型の Strφtomyces と Hß~.Î'に発生した。

此等はイ!lJ.tL も ['îJ-種類に属する放射状菌 (actinomycetes) の如く推定されたが，仰れの慌

に帰lrri!:するものなるかは現在調査小で、ある(第 1 図版， C 参J!(O 。

扱て， 今U'~ J 去ハンノキ類の分開t試験結果をはるに， 前後 17 11 1], ;¥!-219 イ1，'，[の試験竹=

を使m して 29 株の放射状菌 (actinomycetes) が今離された。共の'1' 22 株!土第 I 型の発

生を示し， 此等l土 A--161 号m株が Mìcromonosρora 同に成しているのを除いて， 他は

Streρt01ηyces Jú1J に kf:~ し [Lつ共の大1~1).うFは -rrT成り類似い|生のある Streρtomyces のように瓜íhA し

た。叉第 nw!の発生を示した Streρtomyces が 4株，第四 ~~I!の放射状苗 (actinomyc芯tes) が

3 ii之分離された。

~Xに第 11 去ヤシヤブシ類の分離試験結果で、は前後 19 11']，計 342 1[1， 1の，;式験作を使fIjして 24

株の Streρtomyces がうおi推さ ~L，うち t9 株!土第 H 型， 5 株ば第 I 型の発生を示した。

両J?を泊じ p 此王寺f.&JH状泊の竿数近く l二，試験ゲ1'(1の斜町土庁地の!日]一向所に 1 仰の栄落とし

て発生したが，共の他 2~8 1f'，jの来洛をなして発生する場合も見受けられた。又放射状薗の発

生百分率， l![lち放射状i:Gìの発生がはられた試験作数の結試験官=数に対ーする百分率は， riíj者では

12%，後:誌で、は 6% であり，叉両 J干の根市から 11Iii-々年!l\)を通じて放射状商の分籾が見受けら

れた。

然し乍ら，パンノキ簡では弟 I 型の発生を示した放射状了者が大部分を己iめ，抗日型のものは

僅かであったが，ヤシヤプシ類で(主正~ II 型のものが大部かを，'，め沼 I 型のものはまれで・あった

とと，及て;:-11ír:M-では時折第 E 型の放射状菌の分離が見られたが，後者では全然はられなかった

ととは両者に於ける著しい遣いで、あった3

i古I本分離試験では，両討を通じ放射状菌以外の微生物の発生が見られた場合は極めて少し

前者では車lnfì;îが 4株，即ち使用試験管の約2%， 後者では*111苗が 5 株，雑草とJ品われる綜状J菌

が 5 株p 即ち百十 10 株F 約 396 に過ぎなく，ー両分離試験を通じ使用試験管数の 90匁内外l土

何等1)!:l:生物の発生 l土認められなかった。叉発生した細菌類の中には，種々なる種類のものが合

まれていたが，萱科|長fEJ菌類似の細菌も数株見受けられた。
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目 滅菌剤利用による分離試験

従来ハンノキ同共の他ゴizT主件以府植物の根抵'{TI岩の分斜1試験に従事した多数の研究者は，滅菌

剤でi:足先ifの表面il'j毒を行って内生iliìを分離せんとしたが，共の何れもが失敗に能っている。

:事者i土第W報(1952 b) に於て， /lq季を迫じて主[げれ人]に根FEJ形成能力を有する内生菌が存在

1 るや否やを調査するため，ハンノキの促府を O.1~O.5% のメルクロン水溶液で泊毒し，共

の rjl去)，耳打【îlfj;が完全と瓜われたものを19j砕して，第 RI 報(1952 a) 記;1去の虫fI<培養したハンノ

キ 1n出îI'川乙接種した紡:J:fL /1日季を通じて根府形成の可能なるととが了解されたので，吏 i乙木jj

法を棋Fitl正jの分舶に迄iI;iiimせんとしたが，多くは根府内に生棲するにゴf.:t:やと，巴推された草科

収拾l酒類似の細菌及び、其の他 2 ， 3 の中UUÏJの発生のため夫日tに帰した旨報告した。

~ll:の後史に，根腐から此等市uu岩の分離に関する研究を進めるため p 上越の分離試験を継続し

て実施した処，fÆλ此等市111菌以外に，ヤマハンノキの根鼎からは主として第 I 型の，オオパヤ

シヤブシの根府からは主として第 1 型の Streρtomyces が分離される結果を得たので.未だ年

川をilll じての分間ft:試験結県を狩る主主に至っていないが，本方法によってもハンノキ胤のJ回Efか

ら犬々の樹極iこ応じて一定の Streρtomyces が分離し得る一証左として，之迄の 2 ， 3 分l1，;ít;[jt

i倹~:/rM~ を手氏自ーするE火虫色である。

1 材料並びに分敵方法

材料としては，ヤマハンノキ，オオパヤシヤプシ 1 ~ 2 ~I':生市の糾鼎を)/Jい， ~tの採集及び、

Ji.式料準備の方法は第 I 帥の分離試験lこ準じた。

イJ鹸と殺Ilî水で充分洗瀧したH~府は，ノj、粒のものは共のまし分，1皮状のものは安全剃刀の匁

でえ々の*111片に分ち， 0.5% メルクロン水溶液r!llこ 3~10 分間泣泣滅菌を行った後，共のま L

õïちにシャーレの中の時母水-fffF~iJ:R~ーベプトン寒天培地の l二 l亡診し 28 0 C の定iJIJ持中に入

れる。 ..:j(l乙 24 時im毎l乙 3 日1長男fを山のシャーレの寒天晴地に診して夫等の根府表而のi成立j状

態を検し(勿論友商YI;J;!ij'{jが完全と，目、われる il;ur，'{の Jl'.d'J.率は p 組抑の状態， ì成菌操作の如何に依

って一定でないが，普通 20~30% 内外の減}副長鼎が件られた)， 滅菌の完全と忠われた快諾f

を，予め 40 0 C 近くに溶かした時H水 甜萄糖ーペプトン寒天培地の入った試験管の内口に診

し，泊毒した三角万で磨砕した後，寒天培地と充分混じて殺菌シャーレに移し， 28 0C の定温

持rltで千百培養を行い，約 1 ヶ月I1 IJ適宜放射状菌の発生状態を観察し，発生菌のうち代表的と

店、われるものについては，夫々数回扇子士号養を繰返して純粋分離を行ったQ

2 分離試験の結果

1'J.J::の分離様式に則り昭和 26 (， 1三 12 月 21 日，昭和 27 年 2 )j 20 日，同じく 4 月 16 日

の 3 回 l乙豆しヤマハンノキ，オオパヤシヤプシのit砲につき夫々分離試験を実施したが，共

等の結果を簡単に表示すると第 E 去の主fIくである。
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'U~ m 表 0.596 メルクロン水溶液利flJ によるハンノキl副長系?の分離1試験結県

分年D 離月日
ate of 

isolation 

Table III Results of the isolation test for aider root nodules 

(Alnus spp.) using 0.5 per cent Mercuron solution. 

Np分du離mrzのbシdgヤlS数土dhe「Jt棚日MMPi 品etr川四11b田del1J品S耐2 J 6 

1書j 極 |間| :fi首

Species 1 ロ1訂lerslOn
Notes : (mi口utes)

3 ミ'ÍJて、 3 2 

5 3 3 

孔15

Al担us 話発35~少71e2放p0t棚射N問o状〉のtee留m豪1 は II J!I, の
Sieboldianu 10 3 落にが属i司しーたシ。 ヤ{レ

計1'otal y 6 に発生した。

.?1.xrr. '51 ' 
3 、FiJp 。

Si発詮t 2 : Note 2 5 3 。

, Alnus linctoria 生放射状菌(土 1 型の
va工・ glabra 10 3 n菌p株toがm分yc|g殺s に属した。

1 さ ，(lt.こ。
計 Total ワ

5 4 
Z主 l と l司じ

10 4 2 
A. Sieboldiana 15 4 。

Same as Note 1 

計 Total 12 3 
20.J[.'52 

5 4 。

註 2 と同じ

A. ti叫toγ!a
10 4 。

va:τ . glalちγα 1::> 4 
Same as Note 2 

計 Total 12 

5 5 2 
註 1 と同じ

A. Sieboldiana 10 5 2 

計 Total 10 工 Some as Note 1 

16.IV. '52 
5 J 。 註 3 : Note 3 

A. ti見ctoγia
10 5 。 I 型の Streþtornyces の発主 Jtlvar. gla!Jra 

汁1'otal 10 。 られず。

Not巴 1: ActÌ:J.omyc号tes isolateヨ beloロged to the J[ nd. type Stretうtomyces. 5~20 colonies developed 

in a same Petri dish uSl1ally. 

Note 2: Actinomycete isolated belonged to the 1 st. type Streρtomyces. 

Only 0ロe colony was isolate土

Not邑 3: No Streρtomyces belonging to th巴 1 st. type was isolated. 

日[Jちオオパヤシヤプシのi1ぽJlからは本分離方法に f去っても，可成 1) 容易に第 I 型の発生を示

す Streptom~ces が分離されて手去に本菌は普通1")ーシャーレ内に 5~20 佃の来落をなして

発生しp 共の多くの場合他の徴生物の発生iH古んど見受けられなかった。向シャーレの或るも

のには細菌類(主として萱科般信菌類似菌共の他 2 ， 3 の細菌)の著しい発生が見られたもの

もあり p 又僅少ではあるが全然微生物の発生が見られないものもあった。共のf也{長癌の内生菌

とは無関係と思われた放射状菌，訴状薗，細菌の僅少の発生も屡々見受けられたがp 之等につ

いては研究の対象から除外した。
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ヤマハンノキの分'1~ff試験結果では， 木材J阻に特有と推定される抗 I 型の発生状態を示す

Streρtomyces は 3 同の分離試験生泊じ僅かに 2株分離されたに過ぎなく，消』型， ijH! 型のも

のの発生は見受けられなかった。 結局今迄の所ーでは，本分自任方法によってヤマハンノキのお剖'l

から第 I 型の Strφtomyces を分離するととは可能ではあるが余り効県(1りでない結果を示し

た。仰木正Iは 2 株とも，イI刊しもキ11.椴より発生し，且つ[，，]ーシャーレ iこ発生した栄落の数は 1 株

に過ぎなかった。共の他の徴生物の発生状態は111存々オオパヤシヤプシの場合と ["j様であった。

此のほか 0.5% メルクロン水市液の代りに 0.1% 芥宋水で 3~5 分川限度の去町滅菌を行

った根将?を川い p 酵河，*一荷台15糖ーペブトン寒天対地或は Plotho (1941) の抗唱している昨:

ドj:水ーマンニット窓天培地，肉エキスーペプトンJla~;I: f~-地を JJJ いて [íiJ様試験的に分闘を実施し

てみたが， 保干l' さえよければ，前の l品介と[， tJj撃に充分目的とする Streρtomグces を分離し件

るととが了fqT~ された。

1M上迷の分離方法をヤマモモ，グミ，モクマオウの幌市についても実施r[ 1であるが，保Hさ

え良ければ犬々の樹極に特有と，目、われる Streρtomyces が主として分糊される結果が得られ

ている。

W 考察

ポオf卜Hc:}jきて述ぺた如l く，ハンノキ同のÆIHMから根府立iたる一定の放射状正Ì (Actinomyces 

alni) の分慨に成功せる報告は:ilkj!J: Plotho (1941) にイよくてなされてゐり， :'p:者も l\:の分離方

法を参JEt改変して，即ち石I~告と水による機織的友商.洗慌を行った{IHMの外表l主に近い内部組織

を川いて放射状正ì (actinomycetes) を分離する;試験を 2 ヶ "F.ノド i乙瓦って実施し， -:1.ミだ夫4J長分

離正!の接種による乎(I且(I'Hlつ見市首のなし、以駒形成の域迄は到j主していないが，一応分離試験の

がf!-l~を第百報 (1952b) I乙詳*111報合した。

されば，ますたi二誌の分間試験の7結果と， {1~府の1[ 1 心中 Eを利川したイ~.)}'~JffiH式験の結洪とを比較

考黙してみるに，

a 'iJ(Jιーの分離方法では， Æ只鼎からの放射状菌の分離は，時WJに依って英fI易が;，官、められ， Jl 

つ共の発生率が極めて小で，ハンノキでは 3 .96 ， ヤシヤプシでは 0.7~6 に過ぎ歩p 両者の1m

i亡可成り著しい差が見られた。

然し乍ら，後者の分離試験ではIIIIí-々年IIJJ を通じて放射状菌(殆んど Strゆtomyc回)が分離

され，共の発生率は，ハンノキ類では 12%，ヤシヤプシ類では 6形で，両類の間には前者に

於けるほど著しい差が認められなかった。

b 前者の分離試験では，ハンノキ p ヤシヤプシの根鼎を通じ第 I 型の発生を示す放射状菌

が最も多数を占め p 第 E 型のものは全く分離されなかった。叉第四型のものはハンノキの根癖

からのみ 4株分離され，此の他に第 1 ， 1I, [J[型以外の発生状態を示す異なった租草真の放射状
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菌も時折分間された。

後者の分部試験では，ハンノキ類からは圧倒的に多く第 I 型の放射状閣が， .J;.こいで僅少の第

上第目'{í'!の放射状薗が分離されてたり，ヤシヤブシ類では之に反し， ~nm 型のものが圧倒的

IC 多く分間され，残余のものは第 I 型の発生を示すものであった。

以上妥するに， ii\1Mの中心柱を利用する分離方法は，ハンノキ属中のハンノキ額，ヤシヤプ

シ類のj長ftfから， 主として夫々の類l亡特千f と推定される Strφtomyces が年nnを通じて容易

且つ効果的i乙分離されp 又共の操作の簡易なる点で，根癌の外表皮に近い内部組織を用いる分

離方法に比較して悲しく優れている様i乙巴われた。

ず，J根府のr! 1心主 léの光端部を利用する本分離方法l乙於て p 根府内部組織の如何なる部分が内生

菌の発生を宣言すものであるかは，更に詳点111 なる京111胞学的研究の結果論議せらるべきであるが，

一応分離に使川された根摺の中心柱の先端i部の状態左簡単に吟味するため，時々完全なる形態

を具えていると，目、われる中心柱の先古前官を拡大鈍検を行ったととろ， 係JfIl~的に完全なる中心柱

と忠われたものでも p 共の先端部が欠除しているものも見受けられ， (図版 L 写員 4 参加、) , 

叉鏡検のあ刊~III詩々先端詰日の完全と思われるものには底々根癒の表皮柔和11胞と忠推される組織片

の少量がp 先端詰即付近に附着しているのが見受けられた。

以上の点と，之迄の分離試験結果では rf~ 'L.、柱の先端部の欠除しているものからは何等放射状

菌の分割がl認められなかったととより判断して，本分離方法によれば，恐らく根府の中心、粧の

先端詰引こl山浩二している表皮柔細胞組織r! 1の繁抗力ある内生菌が分離されるのではないかと思推

された。此の他J:;;L1，r! I心柱の先端部を切取ってliiF砕しp 之を偏千晴養法によって分断試験を実

施してみたが，時;JJî- 1 ~型或は l 型の放射状I百株の僅少なる発生が認められた場合もあったが，

、何等微生物の発生が7JZめられない場合が多数を I~î めているのでp 中心柱共のもの L 組織内に活

力ある内生ï:tì及び詰111菌類の存在の可否は極めて疑IIU視されるところでるろう。

備本方法では殆ど市11I菌の発生均三723められない点よし根痕の中心柱の舟端部或は共の極く附

近の組織にも市111繭玉f!の存在は疑はしいととろであり， 且つ第lV報(1952b) で記枕したたI く，

根棋の ιl'心に近い内部組織を用いた分削i試験では何等細菌共の他の微生物の発生が認められな

かった点より判断してタ若し根癌内に市IH正j!矧のイ子在が是認されるとするならば，極めて表皮に

近し、部分に限られるものではないかと推定された。

ぷ~~ci成菌剤(主として 0.5% メルクロン水溶液)利JIJ による試験結果を考察するに， Plotho 

(1941) の如きは， 従来多数の研究者により実施せられて来たハンノキ属根宿直の分離試験が

犬放に帰した大きな原仏iは「根9117の内生菌を害するととなく，凡ての或いは殆ど凡ての根府外

部に附着してし a る微生物を死滅せしめ得るが如き方法」が見出されないととによると指摘し，

氏自身も根癌の表面泊、毒によるi:Rìf;'/菌の分離試験は断念するに至った。

然lLë' も，第lIT節の分離試験の結果によれば， 0.5% メルクロン水溶液で 3~10 分1 1\1， 0.1 
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号訴 J-，I・1ミ水で 5 分間l内外の友商殺J!nを行った根府を flj いて， ハンノキほのた々の樹種に特有と

忠推される Streρtomyces が， 保111" さえよければ可成り確実に分間l され件るととが了解され

たがp 此のZ}'l:は滅菌剤j をと川いて友商治志を行ったハンノキ属根山からも p 夫々の樹種に応じた

StreρtOlnyces の分離の可能なる事を実証した点で， ，也:義あるとと\，;!きえる次第でるる。

されど、本方法による分跡試験は， 実施後 rt も浅く且つ実施WIJ数及び使)Jjシャーレの数も少

<，従って].iに研究を主主めた上で、ないと比較断定し;1j(l いが，其の方法の盤雑なるととと，分離

の結果が一様でなく不安定なる点で， tr~鼎の rjl心柱利flJ による分却方法に比べると遁かに劣る

ように，141、われた。現在筆者は本分国仕方法を利JH してハンノキ民11ぽ'ÎiJ' ら市111]塩類Jコ分離試験を実

施rjl なので，共の1試験が終了の上&!Iこ詳細i比較検討-を11 う秘りなある。

以上の 2 方法による分離試験で分離された各発生引に坑ずる放射状菌IÍ;Ì株の主なるものにつ

いては，現在共の市[1\薗学的諸性比一を調査J\Ï(.極め rjlで p 之についてはづ|続き ti'Ç \1 出で詳車IH故告す

る予定である。又犬等各Iij株による厳締なる接種試験も H下実施 IJIであるが，現在迄の処共Jコ

多くは寄主杭物の生育促進には組めて良好な結果を示し℃いるが，ぷだーが極的に根fd?の形成が

認められる迄には至っていない。

向筆者'はハンノキ J，~t即F17から主として分削される放射状llií (actinomycetes) を ， -'Ui、時/:]:

水一指錨臓ーペプトン容天培地上の伶jm~的発生状態により第1， J[, Hl型の 3 つの発生型に分

類したが，之は飽くまで{足立的なものであって，え等の型がwーしてうほH学1'1句 i亡価値がるるや任

ゃについては，主互に研究を進めた上報告したνυ

V 摘要

ヨド;報告は，ハンノキ属根呼括拾，付，

2 , 3 の主~.分離方法に依って実施した試験の結果を取倣ったものである。

A tR鼎の rj1 'L.、杭を利ffj する分離試験

(1) 本分離方法は*のおl くである。 l，i'f;lJ殺菌水と {Î向訟で機械的に繰返し沈澱した新鮮且つブピ

実したfI~府品:生の根の市IlI.I，から(図版 L 写真 1 参]!(f.) , 成 11J < 1t掛?の完全なる rjt ，L.、粧が机の

市f[j片に残存するように p 殺菌伸子でJ却fJl を除去する(図版 L 写員 2 ， 3 , 4 参JE1，)。

三たに冷却した殺菌せる白金棋の先端を中心柱の先端部に 2 ， 3 回接触させ，依って得られた

白金線上の根癌組識の痕跡を，試験管内の自転手水 葡萄糖 ペプトン主天増地(葡萄糖20g，

ベプトン 10g， K2HPO. 0.2g, KH2PO.0.3g，乱19S0. 0.2g, NaCl 0.1g , CaSO. 0.005g , 

酵母水 100cc，寒天 15~18g， ρH 6.8) の斜面上に移し， 28 0C の定温器巾に約 1 ヶ月保持し p

結えや寒天斜面上に於ける微生物棄落の発生を調査する。

(2) 上速の分離試験を p 自昭和 25 年 7 月至 27 年2 月間，ハンノキ類(ヤマハンノキ及び

ハンノキ) の根癖について 17 回に亘って総計 219 本の試験管を使用し‘て実施し 29 株の，
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:えヤシヤブシJiJi (オオパヤシヤプシ及び、ヤシヤプシ) では 19 1日11亡亘って ;11- 342 4-:の試験!ì'i'

を使JIJ して 24 株の放射状菌 (actinomycetes) を介離した。

(3) 分離制度， .Ii[lち放射状薗の発生が見られた式験管数の稔;式験官=数に対する (j/，ト率は，ハ

ンノキ Uiでは 12忽 (27: 219) ，ヤシヤプシ努!では 6 形 (21 : 342) であった。且つ此等のIld・1

4え商は， 'rT'-lI\ J を泊じ両知から分離されるように思推された。

住) -，ゐ，j1Fíの根íMiJゐら分離された !j'1:射状南J主jむの発生状態iこより， 3 つの発生型店[Jち第1， d'~ 

1I ，第 m の型に分けられた。

出 1 11;~ : *~I~の楽落は晴I也に於ける発生が迅辿で，『内、場合は 48 時1mで閃n民的に発生が認

められ，普通 1~2週間で径 O.5cm 内外の去を務に発育した。紫落は員J'cl色~xf引先111.件j色の軟

, I'l~状を呈し，土庁地にい1 <街活・し，気W，1綜は普通見られ;なかった。)是々共の」去るものは，発生の

初l引から!削114のT!}~天を制色にした。

此等はハンノキUiの1:f~揺付斗ら分離された此射状lliîの大部分を I~i め，又ヤシヤプシ ð!l'iからも時

:j)Î-分離された。

第 I 型! :本当~!の楽活 l主崎地上の発生は遅(，祥Hfi2 ~ 3 illQMHで径 1~2mm 位の習を落として

発生した。;，\そj存の友商は白色粉状の気W，H，手で挺われ，菌台は樗色で，時には紫紅色を呈し p 土庁

地に ~I，l <統治したυ 此等の放射状記ì I土普通色素を培地に/1'，さないが， /îl 、土庁芸のものでは時

折，捌く [íf.]Qj:の土庁ー地 iこ紫紅色の色素を IHすのが見受けられた。

此等はヤシヤプシ主Jiの根ぷ拍通ら今離された放各M犬HHの大部分を I~i め，31...ノ、ンノキ主演からもま

i しに分.]Jjf~された。

U~ 1Jl型 4~Æ'!の米落は土庁地に於ける発f初日Jfえり迅速で 1illirllJ c-ι径 1~2mm に j土し

た。米落の表面は l'I f!.?:-vÎ.示:fÍ~状の気ttî締で、援わAL，蘭子?は赤控色で，培地に戸1 < .'if，<着するととな

く肺:状を呈した。

本放射状I~îl土ハンノキ類の{長信からのみまれに分離された。

(5) ハンノキ矧から分離された 29 株の放射状薗のうち， 22 株は第 1 N! に)，'[;~し，共の人~~\I;

分は111各々類似性を有する Streρtomvces のようであり， j共主の他のものも， A--16臼1 白

MicrOJ1101η仰1ωos).ρ'>ora ~杭孔 lに乙 E肘属d式J しているのを剖|除徐いては， I ， ù様 Streρtomyces J~JiC 属した。 残りの 7

株のうち， 4株は第 I 型に属する同-f.主類の Streρtomyces の如く， 3 株は第 E型に属する

同一種類の放射状薗 (actinomycetes) の如く思推されたが， 何れの局Iこ帰属するかは現在検

討中である。

ヤシヤプシ類から分離さAした 24 株の放射状菌のうち， 19 株i主第 1 型に属する同一種類の

Streρtomyces の和1 (，叉他の 5 株は第 I 型に民する可成り類似性のある Strゆtomyces であ

/"今，
-'i、ー。‘、

(的両分離試験を通じ， 上速の放射状薗以外の街生物が分離される場合は極めて少とかつ
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B 殺菌剤利用による分離試験

(竹本方法はますずれ、ハンノキ属苗から採集したXJfí(l'(~ 且つ充実した根癌を， 0.5% メルクロ ・

ンノk溶液で、 3 乃至 10 分1m (或は 0.1% 昇求水で 5 分1i:J)根府表面を殺菌し， シャーレ~!-1の

時母7l\_ー葡萄糖ーペプトン寒天培地上に移す。

弓たに根癌表面の滅菌状態をシャーレの寒天培地上で、 28 0 C で約 72 時間，建中 2~3 回，別

のシャーレの寒天靖地に移し換えて検査した後， i良府去聞の殺立iが完全と忠われた恨癖をと隣砕

して，共の磨砕物をlítfヨ:水一稲荷糖ーペプトン寒天培地(或は Plotho が 1941 年に報告して

L 、る酵母水 マンニット京天土庁地，肉ヱキスーベプトン諜天:I:;5-J也〉を用いて扇子府誌による分

離試験に供した。

(8) 本分離試験をオオパヤシヤプシ，ヤマハンノキの根抵lについて夫々 3 回， l![lち昭和 26

/'I~ 12 月， 昭和 27 年 2 ， 4 n に実施したが， 前打4の1共栄lから可成り多数の第 1 型に f.i;; する

Streρtomyces が分断され，後者からは 2 株の第 1 ~;'!に/，~~する Streρtomyces が分糊された。

(め A , Bの分離方法， 41‘に Aの分離方法を p ヤマモモ，アキグミ及び、モクマオウの棋fdf

に趨局してみた処， 各:防J杭Iこ特有と足、われる Strφtomyces が主として分離されるようであ

る。

帥 此等分離放射状}薗岩のヰキ七:プ-:.tJ.な主るもの川t乙ついての京湘刺制制11川川1\山|作位臨}立菌2訂j学F的l内句悩F北諸J者若f吋性-[

る J接接妄主一種試験は現在実』硲白 i中iド:ドvででCε、， 引続き発表の予定である。

イヰ稿を終るに陥み，多大の御教示並び、l亡御校聞を厚うした元東京大学教授，現長尾研究所:k

小市清，農林省林業試験場長虫学時士大政正隆及び也林部長農林技官石川健康の諸'}C生に対し

深甚の謝意を表す。
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U 図版説明

第 I 図版

写真 1. 根精着生の分離用根の細片

上列の 3 片はオオパヤシヤプシ 4 ヶ月-r'i'îより採集

下列の 3 片はヤマ円ンノキ 4 ヶ月苗より採集

写真 2. 写真 1 の根の細片より一部根腐を除去して，根癌の中心柱を露出させたもの

写真 3. 11賂々完全なるオオパヤシヤプシ 4 ヶ月苗の摂痛の中心強二

写真 4. 先端か欠除したヤマハンノキ 4 ヶ月苗の根腐の中心栓

第 I 図版

Plate I 

移i直後 28 0C で 10 日間酵母水ー葡萄糖ー寒天斜面培地上で培養した第 1 ，第ll，第I旺

型の放射状菌

a. 第 1 型 (A-136) ， b. ~')ll型 (A-1020) ， c. 第E型 (A-144b) . x 1. 7 

Explanation of plates 

Phot. 1. Root pieces with nodules for isolation test. 

Upper three were collected from 4 months old seedlings of Al即時 Sieboldiana

乱1atsumura.

Lower threεwere collected from 4 months old se巴dlings of Alnus tinctoria var. 

glabγa Call.. 

Phot. 2. Root pieces of Phot. 1 on which some of the nodules were removed and the 

steles of them were remained. 

Phot. 3. The complete nodule stele of A. Sieboldiana Matsumura (4 months old seedling). 

Phot. 4. The top-lacking nodule stele of A. tinetoria var. glabra Call.. (4 months old 

se邑dling) . 

Plate II 

Type 1 , 11 and ][[ actinomycetes iロ 10 days at 280C after inoculation on Yestｭ

glucos邑・peptone agar slope. 

a. Type 1 (A-136) , b. Type II (A-1020) , c. Type 1IT (A一一144b). x1.7 
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Studies on the Root Nodules of Alders (Alnus Spp.). (V) 

Some new isolation methods of Streρtomyces from alder nod.ules. 

By Seiji UE"Il�tA 

This report d.eals with the isolation experiments which were carried out to 

isolate the Streρtomyces from alder nodules by some new isolation methods 

originated by the author. 

A. Isolation experiment using the top of nodule stele. 

(1) This isolation method is as follows: The small root piece with ﾍresh 

and complete nodules (ci. Pl. 1, Phot. 1) wa巴 mechanically washed with distiI1ed 

water and soap repeatedly and the nodules so removed with a sterilized pincette 

from the root piece as the complete nodule steles remained on the root piece 

(cf. Pl. 1, Phots. 2~4). 

Then , a cooled sterilized platina needle was contacted with the top of nodule 

stele twice or thrice and the trace of nodule tissue on it was transfen-ed on the 

slope of Yeast-glucose-peptone agar medium (Glucose 20 g , Peptone 10 g , K2HP渼 

0.2 g , KH~P04 0.3 g , MgS�1 0.2 g , NaCl 0.1 g , CaSO, 0.005 g , Yeast extract 100 

cc , Distilled water 900 cc , Agar 15 to 18 g， ρH 行.8) in a test tube and the test 

tube was incubated at 280C for about a month and the development of microorｭ

ganisms on the agar slope of it was investigated continuously. 

(2) From July 1950 to February 1952, the isolation test above mentioned 

had been done 17 times over with 219 test tubes in total on the root nodules of 

Alnaster group (Aluus tinctoria Sarg. var. glabra Call. and A. japonica Sieb. et 

Zucc.) and 19 times over with 342 test tubes in total on Alnus group (A. Siebolｭ

diana Matsumma and A. firma Sieb. et Zucc.). As the results , 29 stocks 

of actinomycetes were isolated. from the former group and 24 stocks of actino・

mycetes from the latter (cf. Tables 1 and n). 

(3) The isolating frequency , that is, the ratio of the number of test tubes 

from which actinomycetes were isolated to the total number of test tubes was 

12 per cent (27: 219) for Alnaster group, and 6 per cent (21 : 342) for Alnus 

group, and these actinomycetes seemed to be isolated throughout the year for 

the both groups. 

(4) Those actinomycetes isolated from the both groups seemed to be 

c1assified on the basis of their developing state into three types; 1, ll , and DI. 
Type 1 : Colonies of this type developed rapidly on the medium and were 

noticed with the naked eye in 48 homs in the earliest むase and grew into 0.5 cm 

in diameter in one to two weeks usuaIly. They were of cartilage in appearance 

with pale yel10w or pale yellowish brown in color and tenaciously adhered to 
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the medium and aerial hypha did not appear on them usually. FrequentJy, 

some of them made the surrounding mediun1 dark brown in color even at the 

beginning of their development. 

This type occupied the greater part of actinomycetes isolated from Alnaster 

group, and occasiona l1y , those isolated from Alnus group (cf. Table 1, 2 and 

Plate 2 , a). 
Type n : Colonies of this type developed slowly on the isolation medium and 

attained a diameter of 2 to 3 mm in 2 to 3 weeks usually. The surfaces of these 

colonies were covered with white powdery aerial hypha and the vegetative 

mycelia were orange or sometimes redc1ish purple in color and tenaciously adhered 

on the medium. The<:e actinomycetes dic1 not produce pigment on the mec1ium 

uwally , but sometimes they did on old culture; the rec1ish purple pigment was 

noticec1 on the closely wrrounding medium. 

These occupied the majority oﾍ actinomycetes isolatec1 from Alnus group 

but they rarely appeared in tho<:e isolated from Alnater group (cf. Table1 , 2 

and Plate 2 , b). 

Type 目: Colonies of this type developed pretty rapidly on the medium and 

reachec1 a c1iameter of 1 to 2 mm in a week. The surfaces of these colonies 

were covered with white flaky powdery aeria1 hypha. The vegetative myce1ia 

were rec1di<:h orange in color anc1 they were brit1e without being adhesive on the 

medium tenaciously. 

These actinomycetes were rarely isolated and it was on1y from Alnaster group 

(cf. Table 1 and P1ate 2 , c). 

(5) Among the 29 stocks of actinomycetes isolatec1 from Alnaster group , 

22 stocks be1ongec1 to the first type and the majority of t;~em seemed to be a 

similar kind of Streρtomyces and the others were a1so Streρtomyces except A--

161 stock be10nging to Mycromonosρora. And among other 7 stocks of actinoｭ

mycetes, 4 stocks seemed to be the same kinc1 of Stre戸0112yces belonging to the 

second type and 3 stocks to be the same kinc1 of actinomycete be10nging to the 

third type , but to which genus these three actinomycetes be10ng is now under 

investJgatlOn. 

Among the 24 stocks of actinomycetes iso1ated from Alnus group , 19 stocks 

seemed to be the same kind of Stre戸omyces be10nging to the second type and 

other 5 stocks were Stre�tomyces belonging to the first type. 

(6) Throughout the both isolation experiments , there were few cases in 

which other kinds of microorganisms except th色 above mentioned were 

isolated. 

B. Iso1ation experiment using some disinfectants. 

(7) This iso1ation method is as follows: The fresh and complete nodu1es 

gathered from young alder <:eedlings (1 to 2 years old) were steriIized with 0.5 

per cent Mercuron mlution for ? to 10 minutes (or with 0.1 per cent Mercuric 
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chloric1e solution for 5 minutes) for sterilizing the noc1ule surfaces anc1 were 

transferrec1 on Yeast-glucose-peptone agar mec1ium in Petri c1ishes. 

For the purpose of confirming the sterilization of the noc1ules placec1 on the 

agar mec1ium in Petri c1ishes, they were kept in a thermostat for about 72 hours 

at 28 0 C, and during that time , at intervals of about 24 hours, portions of them 

were transferrec1 on the mec1ium of other Petri dishes to be sure that they were 

not contaminatec1. 

The noc1ules whose surfaces turned out to be completely c1isinfectant were 

polished and the nodule crushes of them were used for isolation by the method 

of plate culture with Yeast-glucose-peptone agar medium (or Yeast-mannit agar 

mec1ium or Beef extract-peptone agar medium by Plotho stated in 1941). 

(8) By doing this isolation test three times, that is , in Dec己mber 1951 , 

February and April 1952, on the root nodules of species of Alnus Sieboldianα 

恥1atsumura and A. tinctoria Sarg. var. glabra Call., respectively, the considerable 
number of Streρtomyces colonies belonging to the second type were isolated from 

the former and two colonies of Stre戸omyces belonging to the first type were 

isolatec1 from the latter (cf. Table Ill). 

(9) Applying the isolation methoc1s of A and B, especially A , on the root 

nodules of Myrica rubra Sieb. et Zucc. , Elaeagnus umbellata Thumb. , and 
Casuarina equisetifolia Forst. , the Streρromyces apparentely peculiar to each 

of the above species were usually isolated. 

(10) The results of the detailec1 bacteriological investigations of the:;;e isolated 

actinomycetes and their inoculation tests on their host plants wil1 be reportec1 in 

the next report. 

Laboratorてy" of Forest Soil Microbiology, 

Goverment Forest Experiment Station 

Meguro , Tokyo , Japan. 
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第 I 図版 (Plate 1) 

写真 1 (Phot. 1) 写真 2 (Phot. 2) 

写真 3 (Phot. 3) 写真 4 (Phot. 4) 

s. UIDWIL¥: Alder root nodule-v. 
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